
’ノ

譲勝浦
てんほっ 舞曲‾ 芝016 

享 ! f I ) .! ●く く き ! ! 曇 ! ! 菖 ・† - I 、舅 l まl !i 1 ! ! ! l ! .i l I ! ! 

) § 喜 

驚く 龍
一

鵬塘棚 瀞拗轍鮒詰i 
→●農 

書 i 押O.1炉○- (克行)∴ 日本共産藍 韓声製鎮委員会 

○○みが継化雇<労働契約法20条の内容>らつり十王てる雇は務し20がとの手 
有期契約労働者(契約社員な 

ど)と無期契約労働者(正社 

員など)で職務の内容や責任 

が同じならば、賃金など労働 

条件に不合理な差をつけるこ 

とを禁じる 〕三三三三二 彊彊麗 原その負を務裏霹靂寵肇・毒

i 

し 

〔漣糸車高 く住所) 神戸市兵庫匪 窃瞬抱轡で紬 ∴(電琵) 創始・きず了・6望雅 一’(・FAX) .岬8・押す総的 

鮒離襲胸≡繊髄鴻三一笹塑 

主や職マい一ネ蒜しくい!もも今「てれ用前。答 共励な確内ても にまき保でい、希が・ 

りの 
● 

̃、 

を掃宕 しんぷん赤・撥 

日刊:庁3嘉37照 一日曜頼:月雌3円 

あ「〇一一°“‾ 擬態露 ∴∴∴涼子 .∴薄∴∴∴∴∴一 



乏○自白1?〇号

毒薬醐蹴鞠疎
第
二
次
安
倍
政
権
が
発
足
し
て
3
年
半
。
こ
の
間

の
政
治
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
?

●
憲
法
違
反
の
安
保
法
制
=
戦
争
法
を
強
行
。
こ
れ

は
多
数
党
で
あ
っ
て
も
憲
法
の
枠
組
み
に
反
す
る
政

治
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
立
憲
主
義
」
を
乱
-

暴
に
踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。

●
「
世
界
で
一
番
、
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」
を
一

っ
く
る
と
い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
進
。
そ
の
結
果
∵

大
企
業
は
史
上
墨
同
の
利
益
を
あ
げ
た
が
、
労
働

者
・
国
民
に
は
そ
の
恩
恵
が
届
か
ず
、
格
差
と
貧
困

は
拡
大
。
そ
の
破
た
ん
は
朗
ら
か
で
す
。

●
「
聖
域
を
ま
も
る
」
「
情
報
公
開
」
と
い
う
国
会
決

議
に
反
す
る
甘
P
P
の
推
進
、
沖
縄
県
民
の
民
意

を
無
視
し
た
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
」

の
強
行
、
国

民
の
多
数
が
反
対
し
て
い
る
「
原
発
再
稼
働
」
の
実

施
。
こ
れ
ら
は
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
強
権
的

な
政
治
そ
の
も
の
で
す
。
′

●
現
憲
法
の
「
平
和
主
義
・
民
主
主
義
・
個
人
の
尊

厳
」
を
敵
視
す
る
憲
法
改
正
を
狙
う
。

窟
籍
N
9
ら
政
治
の
チ
ェ
ン
ジ
覆
了
,

安
倍
首
相
は
今
回
の
参
院
選
は
、

こ
れ
ま
で
の
選

挙
と
同
様
に
、
争
点
を
経
済
問
題
一
点
に
絞
っ
て
選

挙
を
戦
い
、
多
数
を
取
れ
ば
、
強
権
政
治
を
推
進
し

ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「

日
本
共
産
党
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
安
倍
政
権
の
政

治
全
体
を
問
う
選
挙
に
し
て
、
政
治
の
チ
ェ
ン

ジ
を
訴
え
て
戦
い
ま
す
。

○
安
保
法
制
=
戦
争
法
を
廃
止
。
立
憲
主
義
を

ま
も
り
、
憲
法
の
生
き
る
政
治
を
。

塞塑麦(消費税10%は先送りではなく中止を。増税は富裕層に、大企

業絨税は中止)壁吐去(福祉と教育の充実)飽き方(派遣から正社員へ

派遣法抜本改正、最低賃金アップ、残業時間の上限を法律で規制する)

○
大
企
業
を
優
遇
し
、
貧
困
と
格
差
を
広
げ
て

き
た
安
倍
経
済
政
策
を
国
民
本
位
の
も
の
に
一

⑪
税
金
の
集
め
方
②
税
金
の
使
い
方
③
働
…

き
方
の
3
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
。

○
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
へ
、
辺
野
古
基

地
建
設
は
中
止
し
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
‥

撤
去
を
。
憲
法
9
条
に
も
と
づ
く
「
平
和
の

外
交
戦
略
」

を
推
進
。

参
議
院
選
挙
一
口
メ
モ

○

今
回
は
、
総
定
数
2
4
2
の
半
数
1
2
1

(
比
例
代
表
4
8
、
選
挙
区
7
3
)
を
選
出
。

○

比
例
代
表
は
有
権
者
が
政
党
名
又
は
候

補
者
名
の
い
ず
れ
か
を
書
い
て
投
票
し
、
両

者
の
票
数
の
合
計
で
、
各
党
の
議
席
数
が
決

ま
り
、
当
選
者
は
得
票
の
多
い
候
補
者
順
。
.

〇

選
挙
区
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
数
を
選
出
㍉
兵

庫
選
挙
区
は
定
数
が
1
増
え
て
3
名
に
。

○

選
挙
権
が
2
0
歳
土
鳩
歳
に
下
げ
ら
れ
た
。

璃鵜弛闘麟姓を髄髄醇樅齢齢姦霊埴′
書
院
薙
、
全
て
の
皇
高
富
欝
紫
蘭

昨
年
9
月
に
安
保
法
制
を
強
行
し
た
安
倍
政
権
に

反
対
し
、
広
範
な
人
々
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
当

こ
れ
に
背
中
を
お
さ
れ
て
野
党
共
闘
が
前
進
し
、

野
党
が

「
安
保
法
制
廃
止
・
立
憲
主
義
を
ま
も
る
」

を
土
台
に
反
安
倍
の
広
範
な
政
策
で
一
致
し
、
参
院

全
て
の
一
人
区
で
統
一
候
補
を
擁
立
し
ま
し
た
。
野

党
と
市
民
が
結
束
し
て
、
安
倍
政
権
を
倒
す
・
・
・

戦
後
政
治
史
で
初
め
て
の

「
国
民
の
手
で
政
治
を
つ

く
る
」
新
し
い
歴
史
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

妻
を
兜
め
る
の
は
わ
た
し
珪
窟

多
く
の
人
が
声
を
挙
げ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

「
政
治
は
政
治
家
に
任
せ
て
お
い
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
主
権
者
は
一
人
ひ
と
り
の
私
た
ち
で
は
な
い
の

か
。
私
た
ち
が
声
を
あ
げ
て
こ
そ
ほ
ん
も
の
の
民
主

主
義
だ
。
そ
う
す
れ
ば
政
治
は
変
わ
る
。
希
望
が
ひ

ろ
が
る
。
選
挙
に
行
こ
う
。
」

主
権
者
と
し
て
主
体
的
に
選
挙
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
、
ま
さ
に
市
民
革
命
で
す
。

多
く
の
人
々
の
願
い
実
現
の
た
め
に
、
野
党
共
闘

の
推
進
力
で
あ
る
日
本
共
産
党
は
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

2 6- 0年続いた徳川幕府

が倒れたのは、直前に殺し

合いまでした薩摩と長州が

同盟を結んだからです。

その領域まで踏み込んで

きた共産党の志位さんはす

ごい。今度の選挙は、野党

共闘の要としての共産党に

期待しています。

(野党統一候補が実現し

た石川県で県議会議員を

工2期つとめた元自民党員

金沢博さん)
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